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デジタルアーカイブの構築とジャパンサーチ連携 ―新潟県立近代美術館・万代島美術館の場合



１ 新潟県立近代美術館・万代島美術館について

新潟県立近代美術館（長岡市） 新潟県立万代島美術館（新潟市）
1993年、県央に位置する長岡市に開館。 2003年、新潟市の信濃川河口の近くの

複合施設のビル内に分館として開館。



県出身・県ゆかりの作家の作品

コレクション点数…6,000点以上

１ 新潟県立近代美術館・万代島美術館について

日本の美術

西洋の美術

新潟の美術

明治以降の美術の流れを展望する作品

日本の近代美術に関わりの深い、
19～20世紀はじめの西洋美術作品

土田麦僊《芥子》 1926年（大正15）

岸田劉生《冬枯れの道路 (原宿附近写生)》 1916年(大正5)

ポール=エリー・ランソン《収穫する7人の女性》 1895年



1993年～2000年代：来館者用データベース

館内の設備にて、来館者が作品を検索し、情報を閲覧することが可能。

2 デジタルアーカイブの構築について

当館データベースの変遷

2010年～2023年：
作品・資料 職員用データベース

FileMaker Proにより作成した、館独自の
データベース。全所蔵作品データの把握や
検索が可能に。非公開。

⇒分館からは加筆修正ができない（本体
データのみ更新可）という課題も。



2 デジタルアーカイブの構築について

2023年～：クラウド型所蔵品管理システムへの移行

FMのデータをもとに移行（項目見直しも実施）。
⇒両館全学芸員の加筆修正が可能に。
⇒作品データの利活用に関する機能が使用可能に
公開機能、ジャパンサーチとの連携

当館データベースの変遷

2024年3月末：
「新潟県立近代美術館・万代島美術館所蔵品デー
タベース」の公開（43点）



収蔵資料データベースの作成を含む、博物館資料のデジタルアーカイブ化、公開及び発信であって、作成した
収蔵資料のデータを５０点以上、ジャパンサーチへ連携

2025年度（令和7） Innovate MUSEUM 「博物館収蔵資料デジタルアーカイブ推進事業」の活用

〇作品画像のデジタル化の推進。

〇「新潟の美術」を中心とした作品データの公開と、ジャパン・サーチとの連携。

〇専門家を交えた公開や二次利用方針の検討。

2 デジタルアーカイブの構築について

・予算不足により、まとまった数の作品画像（ポジフィルム）のデジタル化ができない。
・著作権や二次利用条件の策定について、疑問が多い。
・ジャパンサーチ連携までたどりつかない

データベース公開に関する疑問や課題



2 デジタルアーカイブの構築について

「新潟の美術」を中心とした作品データの公開

両館学芸員による作品データ校正と、
作品解説の執筆。

作品解説
可能な範囲で解説を付すことで、どの
ような作品であるかがわかる“手がか
り”になる。

⇒データ活用の糸口になる。

2026年2月末までに586点の作品データ
を公開（うち466点が新潟の美術）。



2 デジタルアーカイブの構築について

専門家を交えた公開や二次利用方針の検討

二次利用方針の検討だけでなく、今後のデータ公開
を拡充していくにあたっての助言を受けた。

■著作権保護期間が満了している作品
⇒PDM（パブリックドメイン）。



2 デジタルアーカイブの構築について

専門家を交えた公開や二次利用方針の検討

■著作権保護期間内の作品
（PDMの表示が無い作品）
⇒著作権法第47条において必要と認められる限
度で公開。
（ガイドラインに基づき32,400画素以下）



2 デジタルアーカイブの構築について

○PDMの表示がある作品：
自由に利用可

〇PDMの表示がない作品：
要申し込み。権利保有者から利用の許諾を得ること

※所蔵者名として「新潟県立近代美術館・万代島美術
館」の表記をお願い。

画像の利用にあたって

作品画像利用要領や画像利用申込書書式の検討

ミュージアムショップ
オリジナルグッズの制作（PDMの作品画像の利用）



3 ジャパンサーチとの連携とこれから

館の基本情報の登録
館、データベースの
紹介ページ等

連携作業のながれ

つなぎ役
全国美術館会議

ラベル項目の設定
自動取得されたラ
ベル項目を手直し

連携公開！
テスト検索
を経て公開

館のDBの公開



3 ジャパンサーチとの連携とこれから

ジャパンサーチとの連携とこれから

■情報へのアクセス拡大⇒
学習や文化活動など様々な分野での利活用の
可能性を期待

■分野横断型総合ポータル⇒
思いがけないデータとの出会い
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